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日本の養豚産業の現状と育種改良支援取り組みの紹介

鈴木啓一先生のプロフィール
＜学歴＞
1979.3 東北大学大学院農学研究科畜産学専攻修了
農学博士学位取得

＜職歴＞
1983.4～2002.3 宮城県畜産試験場勤務
2002.4 東北大学農学研究科動物遺伝育種学分野助教授
2006.12 同 教授
2015.3 同 退職 東北大学名誉教授
2015.4～2020.3 同 家畜生産機能開発学寄附講座教授
2017.4～2021.3 奥州市牛の博物館館長
2020.4～2022.3 東北大学大学院農学研究科学術研究員
2022.4～ 宮城大学客員教授

＜宮城県畜産試験場での研究課題＞
① 系統豚ランドレース種「ミヤギノ」
② 豚の生体密度による赤肉割合推定法の開発
③ 豚のエネルギー要求量の推定
④ デユロック種「しもふりレッド」造成

＜東北大学，現在の研究課題＞
① マイコプラズマ病抵抗性系統豚ランドレース種
「ミヤギノL2」造成（宮地県畜産試験場共同研究）
② 豚の抗病性と肉質，繁殖能力に関するゲノム
解析研究
③ マウスの免疫能に関する選抜試験
④ マウスの酸素消費量高低選抜試験
⑤ 黒毛和種牛肉，豚肉のおいしさに関わる成分
特定研究
⑥ 食品残渣物（ワカメ，ホヤ殻など）の家畜
飼料への効果に関する研究
⑦ 民間種豚場でのゲノム育種価による豚の
繁殖能力，肉質形質の改良支援

話題提供内容

1．これまでの研究成果の紹介 ．．．
宮城県畜産試験場，東北大学での研究成果
2．日本の養豚産業の現状と課題
3．種豚の育種改良支援の取り組みの紹介
4．美味しい豚肉指標探索の取り組みの紹介

ー2025.8.27 情報交換会の概要ー

(於 東北大学青葉山レアメタル研究センター２F会議室)

＜フェロー(鈴木啓一先生)の研究紹介・講演内容＞
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